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島根県埋蔵文化財調査センター

１．はじめに

２．森原下ノ原遺跡の調査概要

3．発掘調査の成果

●1区のわずか1,400㎡の調査範囲から、5,000年以上にも渡る、多様な遺構・遺物が発見されました。
●その中には、山陽地方や九州地方、さらに遠く朝鮮半島や中国に関係する貴重な遺物が含まれています。
●また、弥生時代の石斧製作や、室町時代の鍛冶工房、江戸時代の畑等、生産に関わる遺構・遺物も確認
　されました。
●江の川沿岸に暮らす人々の生活の変遷が分かる、過去に例のない重要な発掘調査となりました。
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 第2回現地説明会資料
―山陰地方初の古墳時代絵画土器と漢鏡を発見―

　島根県教育委員会では、国土交通省中国地方整備局からの委託を受けて、平成29年度から一級河川江の川
直轄河川改修事業に伴う埋蔵文化財発掘調査を行っています。今回は、森原下ノ原遺跡の現地説明会を開催
し、みなさまに調査成果をご覧いただきたいと思います。
　なお、調査にあたってご理解、ご協力をいただきました地元の皆様や、国土交通省中国地方整備局浜田河川
国道事務所、江津市教育委員会を始めとする関係各機関の皆様方にあらためてお礼申し上げます。

　森原下ノ原遺跡は、江津市松川町八神の江の川右岸の標高約8ｍの河岸段丘上に位置しています。今年度
は、河岸段丘北側の約2,400㎡を調査しています。これまでに標高4～7ｍの自然堤防上で、縄文時代中期前
半（約5,500年前）から江戸時代前期（17世紀）にかけての遺構約350基・遺物約120箱を発見しました。
　その中でも、古墳時代前期から中期にかけての土器溜まり周辺で、絵画土器や後漢（中国）で製作された青
銅鏡の破片が出土した点は、本遺跡が祭祀を行う場所であったことを示すものとして注目されます。
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江津市内の古墳時代遺跡分布図 150万分の１、地理院地図より作成

絵画土器について

●絵画が描かれた壺

古墳時代前期後半（４世紀後半）の壺形土器です。頸部を一周するように３か所に絵画がみられます。

土器に絵画を描く行為は弥生時代中期後半から後期（紀元前１世紀から紀元後３世紀）に流行し、祭祀など

特別な時に使用する土器に描かれたと考えられています。古墳時代の土器に絵画が描かれる例は全国的にも

非常に少なく、森原下ノ原遺跡の人々はどのような意味を込めてこの絵画を描き、何に使用したのでしょう

か。

●何が描かれているのか

上に挙げた例は弥生時代の絵画土器で、龍や雷を描いたものと考えられています。森原下ノ原遺跡の渦巻

き状の絵画や波状の絵画に類似しています。ただ、左右に斜線の入る山状の絵画はこれまで似たものが確認

されておらず、また斜格子模様は建物や鹿、鳥など弥生絵画によく登場するものです。

春成秀爾 1991「絵画から記号へ」『国立歴史民俗博物館研究報告』第35集

正岡睦夫編 1984『百間川原尾島遺跡２』岡山県教育委員会

原田敏照編 2013『西川津遺跡・古屋敷Ⅱ遺跡 本文編』島根県教育委員会

三重県 舞出北遺跡

松江市 西川津遺跡
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古墳時代前期の遺構と遺物４．古墳時代の調査成果

●絵画土器（壷）の出土状況

胴部の破片や人頭大の石も近くで出土しました。

●遺構276

床面で土器がまとまって出土しました。

その他の調査成果
●遺構277と粘土塊

土器溜まり１の下で段状遺構と粘土塊が見つかりまし

た。粘土塊の中には壷の口を合わせたものがありました。

見つかった青銅鏡

●青銅鏡の出土状況（第3層）

復元直径は約12㎝。文様や厚さから2世紀前半

に後漢（中国）で製作された盤龍鏡（ばんりゅう

きょう）の可能性があります。

【参考】佐賀県久里双水古墳出土盤龍鏡

島根県内の漢鏡分布図

ここから西側は平安時代終

わり頃の水害で削られてい

る

遺構276

遺構277

土器溜まり1

森原下ノ原遺跡１区 古墳時代の遺構

●北西部の柱穴群と土層断面

黄色い線は室町時代の建物跡。平安時代の

水害後、人の生活と小規模な氾濫が繰り返さ

れた様子が調査区壁面で確認できます。

●東側第６層の遺物出土状況

古墳時代の遺構面の下層では、弥生時代前期の土器

と石斧の未成品や石材が大量に出土しました。江の川

河岸で採集した石材を加工した様子がわかります。

口を合わせた壷


